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空調 研修所兼保養所 00 竣工 拡張計画 時を経 社

会や企業 環境 姿勢 単純 省エネ 積極的 態度

へ 遷移 あ そ 価値観 変化 応 た増築計画 い

発注者 ン工業株式会社

設計･監理 株式会社 竹中工務店

T  TI

施工 株式会社 竹中工務店

I I  s ya as

在地 鳥 県鳥 市

竣工 2018  

敷地面積 57,718㎡

延床面積 12,439㎡ (増築部 7,400㎡)

構造 S造

階数 地 1階、地 7階

BEE値 Q値 １値を編集し く い

塩害地 寒冷地 施設 設備機器 長 化を図 た 熱源水配

管を幹線 排熱 授 を行う熱幹線 を構築 外部機器を

最 限 い 更 幹線 ッ 水槽を加え こ 転

自由度を高 採水井 環水井 井水採熱利用や マン

制御や負荷 準化 中間期 一 熱源 転 能 あ 人感セン

サ 制御 換気V V制御 間接自然採光 前述 換気 空調 を

含 た様々 省エネ手法 実績値 基準一 エネ 消費

量 ％ 削減を実現 た
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周辺自然環境 の 応関係

相対湿度[%]

湿球温度

W [℃]

乾球温度 [℃]

露
点

温
度

気象 鳥取 時間値へのプ ッ

ムニ 換気稼働

℃ ≦ 外気温 ｑ≦ ℃

絶対湿度 ≦ 

降雨 し

風向北向 以外、風速 ≦ s

絶
対

湿
度

[
]

地熱交換ピッ 稼働

夏期代表日

冬季代表日

冬季最低気温日

井手 浜 の全景

Fig.2 換気 地熱交換 ッ の切替運転

中庭

地熱交換ピッ

せん階段 給気

ホワイエ

樹木緩衝帯

1期

研修棟

宿泊棟

の土地 し い環境を活 す配置計画

敷地 面 砂浜 全国有数 鳴 砂 知 砂丘地形 自然性 高

い砂丘植生 良好 状態 残 山陰 岸 最西端

置 け い 美 い自然 観を最大限享 た 水

線 山 緑 希少自然 残 砂丘列 地形 一体化 た配置計画を

入 た 特 ホワ エ ン 延長 置 け 動線 構

造 日射負荷 風向制御 を タ た 元曲面 造形

い 研修棟 希少地形 残 第 砂丘列を保護 こ

面配置 断面 た 掘削土 食 鳴 砂 浜 同成分 あ

こ 自治体 サン サ 事業 提供 い た 第

砂丘を覆う外来植物を択伐 砂丘地域特有 林を復元

歩道を整備 地域 開放 い

寒冷 塩害地環境条件を克服し 、自然の恵 を享 す

計画地 外気 必 好条件ば い 採 込 方 工夫

外気 心地 さを屋内 享 こ 仕組 を 入 た あ

一定 気象条件下 Fig 青領域 宿泊棟 び植栽 塩分

あ 程度 タ ン さ た 風を給気口へ び込 チ ニ 換気

こ ホワ エ 自然外気 流 微気候空間 一方 自然換

気 適さ い条件下 Fig 緑領域 自然換気口を自動閉鎖 外気

塩分 含有率 少 い第 砂丘列 林 こ 地熱交換 ッ を

経由さ こ 熱負荷を 減さ たうえ 外調処理を行う制御を行

た こ 間を通 た省エネ効果を得 い

断面構成図

砂丘地形特有の植生の復元 樹高を越え い断面計画

屋内微気候空間 し のホワ エ

Fig.1 換気 ス 概略図

熱幹線 ス

バッ 水槽 負荷 準化効果

基準 次エネ 負荷1/4を実現

IM 活用 徐々 及 あ 曲面 構成さ た 計画

を実現 設計 施工段階 い技術 あ 多く 部材

化 省人化 活用 た 今回 更 営 維持段階 IM

を利用 こ 視覚的 効率的 マネ ン を実現

い P あ い タ ッ 端 設備管理 帳 不具合 発生

た設備 系統や 置 転状況 確認 仕様書 扱説明書

IM 感覚的 セ こ IM FM を構

築 提供 い

１iさご （とclごこ BI２

ホワ エ 宿泊棟

周辺自然環境 の一体化 既存棟 の調和
砂丘地形特有の植生の維持保全

もの く 段階 け BI２の活用

第 砂丘列 第 砂丘列

第 砂丘列

上空の風 誘引

卓越風

第 砂丘列

ン

山の緑の借景

井出 浜

砂丘地域 特有の

植生の復元

2期 宿泊棟

2期 研修棟

1期

2期 ホワ エ

施設運用

設計 施工 竣工
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